
「建国記念の日」に反対する 2.11 神奈川県民のつどい 

精神・思想の支配を意図する「建国記念の日」 
～その制定に奔走した纐纈彌三の軌跡を中心に～ 

 

「建国記念の日」の元となる「紀元節」復活に奔走した国会議員であった纐纈彌三をご存知ですか。纐纈

は、1928年の共産党弾圧事件である三・一五事件を指揮した特高課長だった人物です。一時は公職追放され

ましたが解除されてから国会議員となり、自由・平等・平和をめざす戦後の動きを警戒し、精神・思想の権

力による支配と統制を目的として「紀元節」復活を主導しました。 

戦争の危機迫る今日、再び私たちの精神と思想を支配しようとする試みが確実に進められています。「未

来に過去がやって来る」（辺見 庸）時代を迎えようとしているのです。そこで今回は、『戦争と弾圧 三・一

五事件と特高課長・纐纈彌三の軌跡』（新日本出版社）の著者で、歴史政治学者の纐纈 厚さんにお話しいた

だきます。排外主義や安全保障の問題とも関連づけながら、精神・思想をいかに守っていくのか、それが護

憲運動の大切な課題である点を強調していきます。 

 

講師 纐纈 厚さん（山口大学名誉教授・歴史政治学） 

日時 ２０２６年２月１１日（水・休）  

13時 30分開会 受付 12時 30分～   

12時 45分頃から上映あり 

場所 かながわ県民センター 
２階ホール（横浜駅西口徒歩５分、地図参照）  

資料代 ５００円（高校生以下無料）事前申し込み不要 

オンライン配信はありません 

講師プロフィール 纐纈厚（こうけつ・あつし）さん 
1951 年岐阜県生まれ。1973 年明治大学文学部卒業。1983 年一橋大学大学院

博士課程単位取得大学（政治学博士）、1991 年山口大学助教授、1996 年同大

学教授、2018年明治大学教授、現在明治大学国際武器移転史研究所客員研究

員。主著『近代日本政軍関係の研究』（岩波書店）、『文民統制』（同）、『侵略

戦争』（筑摩書房新書）、『暴走する自衛隊』（同）、『日本海軍の終戦工作』（中

央公論社・新書）、『日本降伏』（日本評論社）、『監視社会の未来』（小学館）、

『戦争と弾圧 三・一五事件と特高課長・纐纈彌三の軌跡』（新日本出版社）、

『非武装中立のリアリズム－非武装中立論は空論か？』（緑風出版）。 

 

主 催：  ２.１１神奈川県民のつどい実行委員会  
連絡先：神奈川労連（担当・住谷）    ☎０４５－２１２－５８５５ 
当日限り（事務局）  ☎０８０－６７０９－４１４７ 

２.11 神奈川県民の集い実行委員会構成団体 
日本基督教団神奈川教区靖国天皇制問題委員会、日本キリスト教会横浜桐畑教会靖国神社問題委員、在日大韓基督教会
横浜教会、神奈川県教育運動連絡センター、神奈川私学教職員組合連合、横浜市立高等学校教職員組合、神奈川県立障
害児学校教職員組合、神奈川県教職員連絡協議会、神奈川高校教職員連絡会、横浜教職員の会、川崎市教職員連絡会、
日本科学者会議神奈川支部、神奈川労連、神奈川自治労連、自由法曹団神奈川支部、青法協神奈川支部、神奈川県歴史
教育者協議会、治安維持法犠牲者国家賠償要求同盟神奈川県本部、アジア・フォーラム横浜、県民連絡会、教科書・市
民フォーラム、神奈川平和遺族会 


